
 

◆アラン・ジョンストン展覧会◆ 

★日時★ 

・1月 28日（月）～3月 6日（水） 

・10:00-12:00.14:00-18:00（土日祝休館）

☆入 場：無料 

☆会 場：ルクセンブルク大公国大使館 

（東京都千代田区四番町 8-9） 

☆問合せ：03-3265-9621 

☆主 催：ルクセンブルク大公国大使館 

ふ
る
さ
と
応
援
団
木
島
平
会
会
報 

３
月
６
日
（
水
）
ま
で 

ル
ク
セ
ン
画
家
作
品
展 

 

昨
年
の
10
月
か
ら
約
１
カ
月
間
、
村
内
に

滞
在
し
た
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
画
家
ア
ラ
ン

ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
氏
の
作
品
展
が
千
代
田
区
の

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
大
使
館
で
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。 

ア
ラ
ン
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
氏
は
、
２
０
１
０

年
に
も
木
島
平
村
で
芸
術
活
動
を
行
い
、
木

島
平
の
風
景
を
描
写
し
て
お
り
、
会
員
の
皆

さ
ん
の
思
い
出
の
場
所
も
描
写
さ
れ
て
い
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
と
は
、
平
成
の
は
じ
め

に
村
の
視
察
団
が
ル
ク
セ
ン
ブ
ル

ク
を
訪
問
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
、

以
降
、
木
島
平
中
学
校
と
ル
ク
セ
ン

ブ
ル
ク
の
デ
ィ
ー
キ
ル
シ
ュ
中
等

学
校
が
交
互
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
交

流
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
ル
ク
セ
ン

ブ
ル
ク
の
画
家
が
日
本
国
内
で
芸

術
活
動
を
行
っ
た
際
、
優
先
的
に
木

島
平
を
紹
介
す
る
「
ル
ク
セ
ン
ブ
ル

ク
芸
術
家
活
動
拠
点
に
関
す
る
盟

約
」
の
締
結
を
行
う
な
ど
、
そ
の
交

流
は
さ
か
ん
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

北
信
州
木
島
平
ス
キ
ー
場
が
大
人
気
！ 

 

長
野
県
観
光
部
が
ま
と
め
た
「
年
末
年
始
に
お
け
る
県
下
主

要
ス
キ
ー
場
の
利
用
状
況
」
に
よ
る
と
、
県
内
の
主
要
ス
キ
ー

場
５
０
カ
所
を
調
査
し
た
結
果
、
木
島
平
ス
キ
ー
場
が
前
年
度

比
＋
４
０
．
２
％
と
大
人
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
に
は
、
本
年
が
木
島
平
ス
キ
ー
場
開
設
５
０
周
年
の
記

念
の
年
で
あ
る
た
め
、
小
学
生
以
下
の
リ
フ
ト
券
を
無
料
と
し

た
こ
と
が
大
き
な
理
由
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

木
島
平
へ
帰
省
す
る
際
は
、
木
島
平
ス
キ
ー
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

 

【
県
下
主
要
ス
キ
ー
場
の
利
用
状
況
】
※
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り 

※ 

長
野
県
全
体
で
は
８
．
６
％
の
増
加
で
し
た
。 

平
成
25
年
２
月
15
日
発
行 

 

会
報 

第
116
号 



 

皇
太
子
殿
下
の
ご
接
見
の
栄
に
浴
し
て 

神
奈
川
県
大
和
市
（
中
町
出
身
） 

島
田 

浩 

 

こ
の
度
、
平
成
24
年
10
月
26
日
に
長
寿
喜
行
者
の
１
人
と
し
て
皇
太
子
殿

下
と
の
御
接
見
の
栄
に
浴
し
大
変
感
激
い
た
し
ま
し
た
。 

私
は
地
域
老
人
ク
ラ
ブ
「
柳
和
会
」
の
会
員
の
皆
さ
ま
の
尽
力
に
よ
り
、

環
境
美
化
活
動
の
功
労
が
認
め
ら
れ
、
平
成
19
年
11
月
㈳
日
本
善
行
会
か
ら

団
体
表
彰
を
受
け
、
そ
の
時
に
は
会
長
と
、
大
和
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の

役
職
を
兼
ね
て
活
動
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
今
回
の
接
見
の
栄
に
浴
し
た

の
は
そ
れ
が
基
で
今
回
推
薦
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

当
日
は
、
明
治
記
念
館
に
集
合
し
、
日
本
善
行
会
副
会
長
の
藤
田
耕
三
氏

の
挨
拶
の
後
、
三
組
に
分
か
れ
記
念
写
真
撮
影
や
会
食
を
し
ま
し
た
。
天
候

に
も
め
ぐ
ま
れ
、
多
く
の
皇
宮
警
察
の
厳
し
く
見
守
る
中
、
東
宮
御
所
正
面

よ
り
玉
砂
利
を
１
歩
１
歩
踏
み
し
め
緊
張
感
満
杯
で
御
所
内
へ
進
み
ま
し
た
。

侍
従
の
案
内
に
よ
り
「
白
月
の
間
」
へ
入
る
と
、
天
井
は
高
く
、
正
面
に
は

東
山
画
伯
の
富
士
山
の
壁
面
が
あ
り
ま
し
た
。 

全
国
か
ら
１
１
８
名
が
お
招
き
を
頂
き
、
皇
太
子
殿
下
の
ご
入
室
を
お
待

ち
申
し
上
げ
ま
し
た
。 

皇
太
子
殿
下
は
静
か
な
笑
顔
で
入
室
さ
れ
正
面
に
お
立
ち
に
な
り
、
藤
田

副
会
長
の
「
御
接
見
お
礼
の
挨
拶
」「
善
行
者
代
表
の
挨
拶
」
を
に
こ
や
か
に

お
受
け
下
さ
り
、
殿
下
よ
り
優
し
い
思
い
や
り
の
こ
も
っ
た
お
言
葉
を
賜
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
殿
下
が
前
列
の
１
人
ひ
と
り
に
御
下
問
下
さ
れ
暖
か
い

労
と
励
ま
し
の
お
言
葉
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
参
列
者
一
同
感
激
を
胸
に
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
が
致
し
ま
し
た
。 

今
日
の
感
激
を
終
生
忘
れ
る
こ
と
無
く
、
一
層
精
進
し
て
ま
い
り
た
い
と

誓
い
ま
し
た
。 

 

「
お
ら
村
の
こ
と
ば
講
座
」
の
紹
介 

  

ふ
る
さ
と
木
島
平
の
方
言
講
座
「
お
ら
村
の
こ
と
ば
講
座
」
開
講
中
で
す
。 

「
な
っ
ち
ょ
だ
え
（
調
子
は
ど
う
？
）
」
「
す
っ
ぺ
こ
っ
ぺ
（
物
々
交
換
）
」

「
な
え
で
（
調
子
が
悪
い
）」
な
ど
、
皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
言
葉
を
短
編
の
ド

ラ
マ
を
作
っ
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

現
在
、
第
１
話
の
「
あ
い
さ
つ
」
編
、
第
２
話
の
「
畑
仕
事
」
編
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
動
画
サ
イ
ト
「y

o
u

tu
b

e

」
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

旧
村
単
位
で
も
少
し
違
う
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。 

同
級
会
等
で
話
題
話
に
使
っ
て
み
て
は
い
か
が
で 

す
か
？ 

会
報
原
稿
募
集
中
！ 

郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
い
ず
れ
か
の
方
法
で
お
願
い
し
ま
す
。 

【
送
付
先
】
〒
３
８
９
の
２
３
９
２ 

木
島
平
村
役
場
内 

ふ
る
さ
と
応
援
団
事
務
局 

fax
０
２
６
９
の
８
２
の
４
１
２
１ 

✉k
i
c
h
o
@
ki
j
i
m
adaira.jp

 

ま
で 

◆紹介されている方言の一部をご紹介します。 

はしょ・・・・箸 

なから・・・・だいたい 

なえで・・・・調子が悪い 

かんます・・・まぜる 

おてしょ・・・皿 

なっちょだえ・・・調子はどう？ 

はばきぬぎ・・・・休憩 

えさーしえさーし・・・・・忙しい忙しい 

もうしゃげねっきんども・・申し訳ありません 

おたのもしゃんす・・・・・よろしくお願いします 

おら村のことば講座 検索 インターネットで… 


